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9. 研究実績の概要

最終年度である本年度は、個人向け雑談ロボットの開発を行った。研究計画では最終年度は構築したシステムを公共施設（コミュニテ
ィセンター）に設置し、施設を訪問した一般市民の発話に対する応答性能を評価する予定であったが、研究成果のまとめとして個人が
継続的に利用するポータブルなシステムの開発を行うこととした。計画を変更した理由は、これまでの実験ですでにコミュニティセン
ターの不特定多数のユーザ発話データを使って性能向上を確認しているため、新規に収録した音声で実験する意義が大とはいえず、そ
れよりも個人ユーザが継続的に利用できるポータブルなシステムを開発し、個々のユーザからの評価がどのように変遷するか継続的に
観察できる環境を整備することが成果物の活用の点で重要だと判断したためである。最終的に個人向け雑談ロボットのプロトタイプの
開発を行った。
　研究期間を通した本課題の成果として、実環境音声対話システムへの発話から、その音声認識結果の単語の組(Bag-of-Words)を使っ
たSupport Vector Machineによる機械学習が発話カテゴリー分類が有効であることが分かった。テキスト分類で用いられた手法である
が、時間長が２，３秒程度と短く、環境雑音が重畳されており、発話者の年齢層も多岐にわたるデータに対しても既存の用例マッチン
グ手法より頑健な手法であることが示された。
　また統計に基づく機械翻訳技術を援用し質問発話から応答発話への自動変換技術の研究も進めたが、本課題で用いている音声認識結
果を用いた場合、テキスト間のフレーズの対応づけの学習に課題があることが分かった。自由発話は表現の省略が散見されることと認
識結果の挿入誤りへの適切な処理と学習データ数の拡大が課題である。
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11.研究発表
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12.研究成果による産業財産権の出願・取得状況
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